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発
表
し
た

写
真
。

　
こ
の
講
演
会
は
、
２
０
２

３
年
度
科
学
研
究
費
助
成
事

業
の
基
盤
研
究
（
Ｂ
）
に
採

択
さ
れ
た
土
屋
教
授
の
「
道

教
の
聖
地
と
し
て
の
洞
天
へ

の
巡
礼
と
東
ア
ジ
ア
に
お
け

る
そ
の
思
想
文
化
に
関
す

る
調
査
研
究
」（
23
〜
25
年

度
）
の
一
環
。

　
伊
藤
特
任
教
授
は
、
朝
鮮

半
島
の
中
央
部
や
南
部
で
話

さ
れ
て
い
た
日
琉
語
族
の
一

つ
「
大
陸
倭
語
」
に
つ
い
て

考
え
る
現
在
　
植
民
地
支
配

と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
諸
相
」

が
３
月
20
日
、
神
田
キ
ャ
ン

パ
ス
で
開
か
れ
た
。
植
民
地

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
歴
史
・

文
学
・
哲
学
な
ど
学
外
の
５

人
の
研
究
者
が
講
演
。
研
究

者
や
大
学
院
生
な
ど
約
50
人

が
出
席
し
、
植
民
地
支
配
が

現
代
に
何
を
も
た
ら
し
た
の

か
を
探
っ
た

写
真
。

　
鵜
飼
哲
氏
（
一
橋
大
名
誉

教
授
／
フ
ラ
ン
ス
文
学
・
思

想
）
ら
が
、
幅
広
い
地
域
に

つ
い
て
考
察
を
展
開
。
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、「
環
太
平
洋
と
い
う
視
点

が
重
要
で
は
な
い
か
」
な

ど
、
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ

れ
た
。

校
友
会
情
報

校
友
会
情
報

24
年
度
春
の
叙
勲
・
褒
章

◇
黄
綬
褒
章

山
下
恭
一
氏
（
昭
44
経
済
・

神
奈
川
県
）
業
務
精
励
（
自

動
車
運
送
業
）

　
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
学
部
の
土
屋
昌
明
研
究
室

が
３
月
、「
大
陸
倭
語
と
日
本

語
の
起
源
に
つ
い
て
」
を
テ

ー
マ
と
し
た
講
演
会
を
神
田

キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
講
し
た
。

本
学
で
コ
リ
ア
語
や
言
語
文

化
研
究
を
担
当
す
る
同
学
部

の
伊
藤
英
人
特
任
教
授
（
２

０
２
４
年
度
は
客
員
教
授
）

が
、
日
本
語
の
起
源
に
関
す

る
論
考
を
、
分
か
り
や
す
く

就
職
だ
よ
り

　〈
全
年
次
生
へ
〉「
芝
浦
工

業
×
専
修
×
東
京
女
子
大
学

合
同
企
業
人
事
担
当
者
に
よ

る
模
擬
面
接
会
」
を
５
月
25

日
（
土
）
に
対
面
で
実
施
し

ま
す
。
企
業
の
人
事
担
当
者

が
面
接
官
を
担
当
し
、
他
大

学
生
と
一
緒
に
、
本
番
さ
な

が
ら
の
雰
囲
気
で
模
擬
グ
ル

ー
プ
面
接
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
学
年
問
わ
ず
参

加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
こ
れ
か
ら
採
用
面
接
を

受
け
る
方
も
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
・
仕
事
体
験
の
選
考
面

接
を
受
け
る
予
定
の
方
も
お

気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。
開
催
場
所
は
芝
浦
工
業

大
学
豊
洲
キ
ャ
ン
パ
ス
（
江

東
区
豊
洲
）、
詳
細
は
「
Ｓ-

ｎ
ｅ
ｔ
」
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

　「
自
治
体
に
よ
る
地
域
の

魅
力
説
明
会
〜
地
域
研
究
か

ら
紐
解
く
就
職
活
動
・
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
を
５
月
23

日
（
木
）
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で

実
施
し
ま
す
。「
就
職
支
援
協

定
」
を
締
結
し
た
自
治
体
を

中
心
に
、
各
自
治
体
担
当
者

が
地
場
産
業
や
働
き
方
な
ど

の
地
域
の
魅
力
を
説
明
し
ま

す
。
地
域
の
特
徴
・
魅
力
を

知
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
場

所
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
具
体
的

に
整
理
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

詳
細
は
「
Ｓ-

ｎ
ｅ
ｔ
」
で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

専修大学・石巻専修大学
「社会知性（Socio-Intelligence）の開発」推進募金

T E L : 03・3265・3157
E-mail : bokin@acc.senshu-u.ac.jp専修大学募金局

　本学が進めている事業のうち、下記の７項目を募金目的の柱としていま
す。また、それぞれの募金目的について、具体的に使途を明示しております。
これにより皆様が、本学の活動のうち、より強化・充実させたいと思われる
ものを具体的に指定し、支援することができる仕組みとなっております。皆
様のご支援・ご協力のほど、よろしくお願いいたします。
　募金の詳細につきましては、ホームページ等をご覧く
ださい。

募金目的

A 国際交流の推進支援

01 海外留学支援募金
02 外国人留学生支援募金
03 日本・ラオスプロジェクト事業募金

B 学生スポーツ活動の振興
04 学生スポーツ活動支援募金
046 箱根駅伝出場応援募金

C 学生への経済的支援
05 経済支援奨学生募金
06 学術奨励奨学生等支援募金
07 古本募金

※ Ｆ10「多目的ホール・シート募金」及び
Ｆ11「チェア募金」は2021年度で募集を
終了しました。

D キャリアデザインプログラム充実支援
08 キャリアデザインプログラム充実支援募金

E 学生のボランティア活動支援
09 学生ボランティア活動支援募金

G 教員の研究活動支援
12 奨学寄付

H その他
13 その他使途を特定しない支援

校
友
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会
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友
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総
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２
０
２
４

２
０
２
４

日
時
＝
７
月
６
日（
土
）12
時
30
分
～

�

（
受
付
開
始
12
時
予
定
）

場
所
＝
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
新
宿

�

（
東
京
都
新
宿
区
）

会
費
＝
１
０
０
０
０
円
（
当
日
受
付
に
て
）

参
加
申
し
込
み
締
め
切
り
＝
６
月
６
日（
木
）

■申
・
■問�

校
友
会
事
務
局
℡
03
・
３
２
６
５
・
７
５
７
９

　
専
大
か
ら
初
の
ジ
ョ
ッ
キ
ー
誕
生
｜
｜
。

坂
口
智
康
さ
ん
（
平
25
経
済
）
が
今
年
３

月
、
障
害
専
門
騎
手
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
し

た
。
２
月
、
２
０
２
４
年
度
Ｊ
Ｒ
Ａ
新
規
騎

手
免
許
試
験
に
合
格
。
競
馬
学
校
創
立
（
１

９
８
２
年
）
後
、
騎
手
経
験
が
な
く
調
教
助

手
か
ら
騎
手
に
合
格
す
る
の
は
初
め
て
。

　
坂
口
さ
ん
は
学
生
時
代
、
馬
術
部
で
活

躍
。
全
日
本
学
生
賞
典
馬
場
馬
術
大
会
で
準

優
勝
、
関
東
学
生
賞
典
馬
場
馬
術
大
会
で
優

勝
し
た
。
卒
業
後
は
北
海
道
の
牧
場
勤
務
を

経
て
Ｊ
Ｒ
Ａ
競
馬
学
校
厩
務
員
課
程
に
入

学
。
こ
の
春
ま
で
美
浦
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
セ

ン
タ
ー
（
茨
城
県
）
尾
形
和
幸
厩
舎
で
調
教

助
手
を
務
め
た
。

　
中
学
時
代
か
ら
騎
手
を
夢
見
て
い
た
が
、

視
力
が
受
験
資
格
を
満
た
さ
ず
断
念
し
た
。

と
こ
ろ
が
要
件
が
緩
和
さ
れ
た
こ
と
を
数
年

前
に
知
り
、
騎
手
へ
の
挑
戦
を
決
め
た
。
今

回
２
回
目
の
試
験
で
見
事
合
格
を
果
た
し

た
。
33
歳
と
、
騎
手
と
し
て
は
遅
咲
き
だ

が
、
大
学
馬
術
、
牧
場
勤
務
、
ト
レ
セ
ン
勤

務
で
培
っ
た
経
験
を
武
器
に
す
る
。

　
障
害
競
走
は
、
水
ご
う
、
生
垣
、
竹
柵
な

ど
コ
ー
ス
に
設
置
さ
れ
た
障
害
物
を
飛
越
し

な
が
ら
ゴ
ー
ル
を
目
指
す
。
坂
口
さ
ん
は
３

月
３
日
、
小
倉
競
馬
場
で
デ
ビ
ュ
ー
。
12
頭

中
８
着
で
「
自
分
自
身
が
イ
メ
ー
ジ
し
て
い

た
騎
乗
と
現
実
に
か
な
り
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ

り
、
他
の
騎
手
に
迷
惑
を
掛
け
て
し
ま
っ

た
。
馬
と
馬
と
の
距
離
感
や
ペ
ー
ス
配
分

等
、
今
後
修
正
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
課
題

が
残
る
内
容
だ
っ
た
」
と
振
り
返
る
。

　
５
月
12
日
ま
で
に
18
レ
ー
ス
に
騎
乗
し
、

２
着
１
回
、
３
着
２
回
。「
１
レ
ー
ス
ご
と
に

課
題
が
生
じ
、
毎
回
そ
の
課
題
を
意
識
し
現

状
で
き
る
範
囲
で
修
正
し
つ
つ
騎
乗
し
て
い

ま
す
」
と
話
す
。
ル
ー
キ
ー
な
が
ら
競
馬
の

世
界
で
は
長
い
キ
ャ
リ
ア
を
積
ん
で
い
る
が

ゆ
え
に
１
勝
の
難
し
さ
、
１
レ
ー
ス
の
重
み

を
知
る
坂
口
さ
ん
。「
障
害
競
走
の
フ
ァ
ン
を

増
や
し
た
い
」
と
、
レ
ー
ス
に
挑
ん
で
い
る
。

　『
専
修
大
学
史
紀
要
』
第

16
号
が
発
刊
さ
れ
た
。
本
学

大
学
史
資
料
室
編
。

　
今
号
は
、
日
髙
義
博
総
長

の
「
社
会
の
中
に
あ
っ
て
社

会
に
立
つ
こ
と
の
意
義
｜
専

修
人
の
責
務
と
は
｜
」、
「
道

徳
・
倫
理
の
実
相
と
教
育
｜

新
渡
戸
稲
造
『
武
士
道
』
を

紐
解
く
｜
」
の
２
本
の
講
演

録
を
掲
載
。

　
こ
の
ほ
か
、
国
際
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
の
斎
藤

達
哉
教
授
に
よ
る
元
剣
道
部

監
督
・
吉
原
晋
氏
に
関
す
る

聞
き
取
り
調
査
報
告
や
、
昭

和
30
年
代
の
元
漕
艇
部
の
卒

業
生
の
日
記
な
ど
も
収
録
さ

れ
て
い
る
。

　
な
お
、
口
絵
に
は
新
収
資

料
紹
介
と
し
て
、
１
９
６
４

年
の
東
京
五
輪
で
カ
ヌ
ー
競

技
に
出
場
し
た
小
林
英
男
氏

（
昭
40
経
済
）
の
旧
蔵
資
料

も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　『
大
学
史
紀
要
』
は
希
望

者
に
配
布
す
る
。
送
料
３
９

０
円
分
の
切
手
を
同
封
の

上
、
氏
名
、
送
付
先
を
明
記

し
、
〒
１
０
１
｜

８
４
２
５

　
東
京
都
千
代
田
区
神
田
神

保
町
３
｜

８
専
修
大
学
大
学

史
資
料
室
に
郵
送
。
郵
送
さ

れ
た
切
手
を
使
用
し
て
送
付

す
る
。

旴
大
学
史
資
料
室
℡
03
・
３

２
６
５
・
５
８
７
９

『
専
修
大
学
史
紀
要
』第
16
号
発
刊

育
友
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

　育友会では、ご父母・保護者を対象とした「神田キ
ャンパス見学会」と「就職懇談会」（学生の参加も可）
を開催します。詳細及びお申し込みは本学ホームペー
ジからお願いします。定員になり次第締め切ります。

申し込み  ５月22日（水）～６月14日（金）
◆ 神田キャンパス見学会

【日 時】６月29日（土）
　　　　午前の部 10：20～11：20（予定）
　　　　※集合場所 10号館３階10031教室
　　　　午後の部 13：40～14：40（予定）
　　　　※集合場所 10号館１階ロビー

◆ 就職懇談会
【日 時】６月29日（土） 13：00～16：30（予定）
【場 所】神田キャンパス３号館３階303教室

申
し
込
み

　
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
学
部
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
学
科
主
催
の
学
際

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
過
去
か
ら

騎
手
デ
ビ
ュ
ー
し
、
ト
ー
セ
ン
ア
ウ
ロ
ー
ラ
号
で
疾
走
す
る
坂
口
さ

ん

３
月
３
日
、
小
倉
競
馬
場
（
東
京
ス
ポ
ー
ツ
新
聞
社
提
供
）

専
大
初
の
ジ
ョ
ッ
キ
ー
に
な
っ
た
坂
口
さ
ん

 

２
月
、Ｊ
Ｒ
Ａ
馬
事
公
苑

専
大
初 

騎
手
デ
ビ
ュ
ー

「
障
害
競
走
の
フ
ァ
ン
増
や
し
た
い
」

坂
口 

智
康
さ
ん
（
平
25
経
済
）

　
文
学
部
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

学
科
と
公
益
社
団
法
人
自
由

人
権
協
会（
Ｊ
Ｃ
Ｌ
Ｕ
）共
催

の
講
演
会
「
難
民
か
ら
み
た

パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
　
故
郷
喪

失
と
強
制
移
動
を
め
ぐ
る
記

憶
か
ら
」が
３
月
18
日
、神
田

キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
た
。

　
講
演
者
は
本
学
卒
業
生

で
、
現
在
は
同
学
科
兼
任
講

師
の
児
玉
恵
美
さ
ん
（
平
26

文
）。児
玉
講
師
は
パ
レ
ス
チ

ナ
・
イ
ス
ラ
エ
ル
の
地
域
研

究
、
難
民
研
究
な
ど
を
専
門

と
し
、
精
力
的
に
現
地
調
査

も
行
っ
て
い
る
。

講
演
で
は
、
歴
史

的
背
景
か
ら
パ
レ

ス
チ
ナ
問
題
を
探

っ
た
。

　
山
田
健
太
教
授

か
ら
の
「
日
本
の

メ
デ
ィ
ア
の
姿
勢

講演する児玉講師

土
屋
研
究
室
講
演
会

伊
藤
特
任
教
授
が

日
本
語
の
起
源
論
考

を
ど
う
み
る
か
」
と
の
問
い

か
け
に
、
児
玉
講
師
は
「
掘

り
下
げ
が
足
り
な
い
。
ど
ん

な
意
味
が
あ
り
、
そ
の
後
ど

う
な
っ
た
か
を
報
じ
る
こ
と

が
大
切
だ
」
と
答
え
た
。

校
友
会
代
議
員
会

▽
６
月
23
日
（
日
）
11
時
30

分
〜
▽
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
３

号
館
３
０
３
教
室

〈
札
幌
支
部
総
会
〉

▽
６
月
１
日
（
土
）
18
時
〜

▽
札
幌
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
（
札

幌
市
）

〈
北
九
州
支
部
総
会
〉

▽
６
月
６
日（
木
）18
時
30
分

〜
▽
Ｊ
Ｒ
九
州
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
ホ
テ
ル
小
倉
（
北
九
州
市
）

〈
社
労
士
黒
門
会
総
会
〉

▽
６
月
９
日
（
日
）
12
時
〜

▽
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
７
号
館

７
３
１
教
室

〈
相
模
原
支
部
総
会
（
報
告

会
）〉

▽
６
月
29
日
（
土
）
18
時
〜

▽
餃
子
房
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ａ 

Ｄ

Ｏ
Ｌ
Ｌ
（
相
模
原
市
）

解
説
し
、
そ
の
話
者
で
あ
る

濊
人（
わ
い
じ
ん
）が
稲
作
と

と
も
に
日
本
に
渡
来
、
拡
散

し
た
こ
と
が
現
在
の
日
本
語

の
起
源
に
な
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
論
じ
た
。

パ
レ
ス
チ
ナ
問
題

児
玉
講
師
が
考
察

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
学
科
・

Ｊ
Ｃ
Ｌ
Ｕ
講
演
会

異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
学
際
シ
ン
ポ

植
民
地
支
配
の
影
響
探
る

申
し
込
み


